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動きの特徴と感性的な印象を関連付けた。その結果、カメラワークと観賞条件を複合的に評価する指標
は、「表現の品質」、「演出効果」、「映像酔い」の三つの感性的な観点に整理されることが分かった。ま
た、小画面サイズでの再生に適した映像をHDTV（High Definition Television）方式の映像に変換する際
などは、「映像酔い」に関する印象の増幅に注意する必要があるが、このための安全性を考慮し、カメ
ラの移動速度を単純に遅くすると、「演出効果」に乏しい面白みに欠けた映像になることも示された。
したがって、このような場合は「演出効果」に関する印象が、被写体や空間の多角的な描写による画面
全体の変化量の増加でも高まることを応用し、観賞条件に応じて、前述したようなカメラワークに切り
換える方策が有効である、との知見が示された。 
4章では、奥行き表現を伴う文字のデザイン方法を題材とし、対象の感性的な印象を直接評価するの
ではなく、市場から収集したレタリング文字を特徴分類することで、専門のデザイナやクリエータが無
意識的に活用しているデザイン原則を分析する手法について述べている。分析の結果、「陰」によって
厚みが表現された文字は、その後方に「影」を伴わないなど、三つの禁則的な表現の組合せが示される
と共に、奥行き表現を伴う文字は12パターンに分類された。これらの知見は、奥行き表現を伴う文字を
デザインするための有益な設計指針に成り得ることが示された。 
5章では、香水の香りと写真の印象を関連付け、開発目標とする新しい香水のコンセプトを既存の香
りや写真によって直喩するための手法について述べている。具体的には、音を用いて対象の感性情報を
評価する「感性音パラメータ法」を提案すると共に、図形を用いて対象の感性情報を評価する「感性パ
ラメータ法」の特徴を解明し、この手法を用いて香りと写真の印象類似性を評価した。その結果、「感
性パラメータ法」による評価は、対象を言語的に評価する「Semantic Deferential法」からは収集し難
かった香りと写真の印象類似性の検出に優れており、それらの関係性を示した布置図は、新たに開発し
ようとする香水の印象を写真などで直喩する手段として活用できることを示した。したがって、この直
喩表現は言語的に説明し難い感性的な開発コンセプト、すなわち製品開発の指針となる広義の制約条件
を開発チーム全体で共有する手段に応用できる、と結論付けられた。 
最後に、6章では、本論文をまとめると共に、今後の展望について述べている。 
